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当資料は、chemSHERPA-AIでのSCIP情報を入力する際の操作方法を説明した資料です。
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基本情報画面の入力

「成分情報/全成分(FMD)」にチェックを入れる。

成分情報画面を表示する。

・SCIP情報の成分情報にチェックを入れます。
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成分情報画面の入力

・成分情報を入力し、確定をします。

成分情報を入力後、
「確定」ボタンを押す
と、SCIP情報入力画
面が開く。

下記のいずれかの場合は、SCIP情報の入力は不要です。
・SVHC該当欄がすべて空欄の場合
・SVHCに該当しているが、そのすべての物質用途が
「Not-Relevant」の場合

⇒「確定」ボタンを押しても、SCIP情報入力画面は起動し
ません。
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・SCIP情報画面が開いたら、デフォルト値を設定を選択します。

    SCIP情報画面が表示される。

最初に「デフォルト値を設定」をクリックすると、デフォルトで入力できる部分が自動入力される。

デフォルト値設定後

入力できる部分が自動入力される。

4

空欄だった箇所が入力された。

SCIP情報画面の入力（デフォルト値の設定）
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・「材料あたり最大含有率(％)」が0.1%以下の場合、SCIP情報の入力は不要です。

入力不要部分は、「デフォルト値を設定」を押してもデータが入力されません。

SCIP情報画面の入力（入力が不要な場合）

1行目:製品情報

SVHCの「材料あたり最大含有率(%)」が0.1％以下のため
報告の必要がない。

SCIP情報の登録が必要ないため、
材質名称から左側は空欄にする。

2列目以降:SVHCを含む原部品の情報
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・自動入力された内容を確認しつつ、空欄を埋めていく。

Article Categoryの入力にはTARICコードの入力が必要になる。（8ページ以降で説明）

SCIP情報画面の入力

Primary Article Identifier : 製品品番を入力
Article Name : 製品名を入力

Article Category : 8ページ以降で説明
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・自動入力された欄の確認をしつつ、空欄を埋めていく。

SCIP情報画面の入力

Production in European Union：ヨーロッパで製造しているかどうかの情報
no dataがデフォルト値。ドロップダウンリストから選択する。

Material Category：自動的に入力されているか、
「選択」ボタンから自分で入力することができる。

Safe use instruction：安全に関する情報
No need to provide safe use information beyond the identification of 
the Candidate List substanceがデフォルト値
⇒「デフォルト値を設定」で入力されたデータから基本的に変更しない。
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・Article Categoryを入力するためにはHSコードを検索する。

Article Category欄にはTARICコードを入力する。そのために、まずHSコードを検索する。

以下のURLから税関のサイトを開き、HSコードを検索する。

Article Categoryの入力

https://www.customs.go.jp/tariff/index.htm

最新の実行関税率表を開く。
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・関税率表から、HSコードを調べる。

分類ごとに表が出てくるので、下にスクロールし該当の分類を探す。

※今回は例としてダイオードのHSコードを探す。

Article Categoryの入力

下にスクロール

「税率」をクリックする。
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・品名を見ながら、HSコードを探す。

表が出てくるので、この中から該当のものを探す。

左の列にHSコードが表示される。

Article Categoryの入力

ダイオードのHSコードは「8541.10」
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・検索したHSコードをTARICのサイトに入力する。

【TARIC】

https://ec.europa.eu/taxation_customs/dds2/taric/taric_consultation.jsp?Lang=en 

品目コードに検索したＨＳコードを入力する。小数点以下は入れない。

例：ダイオード（8541.10）の場合

Article Categoryの入力

①HSコード（4桁）を入力する。 ②Japanを選択する。

③検索する。

https://ec.europa.eu/taxation_customs/dds2/taric/taric_consultation.jsp?Lang=en
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・検索したHSコードに相当するTARICコードの細かい分類から、該当のTARICコードを見つける。

この中から適切なものを選ぶ。

今回は例として8541 10を正しいものとする。

例：ダイオード（8541.10）の場合

Article Categoryの入力
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・SCIP情報のArticle CategoryにTARICコードを入力する。

検索したTARICコードArticle Categoryの左の欄に入力する。

※10桁の数字を入力する必要がある。⇒TARICコードの後ろに0をつけて10桁にする。

Article Categoryの入力

例：8541 10（6桁）の場合は、
8541100000（10桁）と入力する。
10桁の数字を入力したらエンターキーを押す。

※同じように他の原部品もTARICコードを調べてArticle Categoryを入力する。

10桁の数字を入力すると、自動
入力される。
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・入力を全て済ませ、「更新」をクリックする。

14

Article Categoryの入力

エラーがなく更新ができれば、SCIP情報入力は完了

不備がある場合はエラー画面が表示され
るので、該当部分の入力をやり直す。



© FUJIFILM Holdings Corporation 15

◆SCIP情報の詳細については、下記を参照してください。

① CMPコンソーシアム公開の、SCIP対応ガイドライン

https://cmp-consortium.com/chemsherpa/tool#sample

②ツールに同梱の操作マニュアル、入力マニュアル

https://cmp-consortium.com/chemsherpa/tool

◆お問合せ先

不明点については、下記アドレスにご連絡ください。

富士フイルムビジネスエキスパート株式会社

環境管理グループ 問い合わせ窓口

Email : FF_Green_Procurement@fujifilm.com

お問い合わせ先
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